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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2022 年５月 13 日に開示した 2023 年３月期の業績予想を下記のとお

り修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年３月期通期業績予想（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

3,700 

百万円 

37 

百万円 

43 

百万円 

29 

円銭 

13.33 

今回修正予想（Ｂ） 4,200 105 110 70 32.14 

増減額（Ｂ－Ａ） 500 68 67 41  

増減率（％） 13.5 183.8 155.8 141.4  

（ご参考）前年実績 

（2022年３月期） 
3,029 △59 △57 △37 △17.37 

 

２．修正の理由 

 2022 年５月 13 日に公表いたしました 2023 年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス

感染症が業績に与える影響を合理的に算出することは困難ではあるものの、今後、緊急事態宣言やまん延

防止等重点措置が発令されないという前提条件の下、足元の実績をベースに算出いたしました。しかしな

がら、５月の連休以降は想定以上に飲食店の客足が回復し、当社の売上高も回復が見られる状況です。一

方、ウクライナ情勢を背景としたエネルギー価格や原材料価格の高騰、円安の進行等の影響により、先行

きの不透明な状況は引き続き継続しております。 

以上のような状況から、今後も緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が発令されないという当初の前提

条件に変更はないものの、足元の売上実績をベースに、ウクライナ情勢・円安等によるコストアップの影

響を織り込み、上記のとおり業績予想を修正いたします。 

なお、足元では急速に新型コロナウイルス感染者数が増加しており、先行きの不透明感が強まっている

こと等から、引き続き配当予想は未定とさせていただき、開示が可能となった時点で速やかに公表いたし

ます。 

 

［予想に関する留意事項］ 

 上記の予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


